
 

 

 

 

 

４か月齢の乳用子牛における地方病性牛白血病の発生事例 

○松澤直樹、中沢宏明、青木一郎、市川憲一  

                                  （長野県飯田家畜保健衛生所） 

 

要約 

 4 か月齢の乳用雌子牛（ホルスタイン種）において、全身の体表リンパ節の腫脹、白血球数 24

万個/μl、リンパ球割合 94％、異型リンパ球の出現を確認したため、2018 年 5 月に病性鑑定を

実施。各リンパ節と脾臓が腫大。B 細胞の腫瘍性増殖を確認するとともに血液、脾臓、リンパ節

及び心臓から牛白血病ウイルス（BLV）特異的遺伝子を検出。これらのことから地方病性牛白血

病と診断。本症例は、近年の県内での最若齢発生であった。若齢発生の要因分析のため、当該農

場牛の血清抗体検査及び持続性リンパ球増多症（PL）判定、BLV 遺伝子型別検査を実施。抗体陽

性率は全体で 70％（60 頭/86 頭）、6 か月齢以上の育成牛で 25％（3 頭/12 頭）。抗体陽性牛の

内 PL 牛の割合は 49％（27 頭/55 頭）。BLV 遺伝子型別では本牛、母牛及び抗体陽性牛はⅠ型が

100％（8 頭/8 頭）。当該農場では本症例も含め 8 年間で 4 頭 EBL 発生。BLV 抗体陽性率、PL 牛

の割合から、早期のウイルス暴露等が若齢発生の一要因と考えられた。 

 

１ はじめに 

 地方病性牛白血病（以下「EBL」とい

う）は、牛白血病ウイルス（以下

「BLV」という）を原因とし、主に３歳

齢以上の牛で好発するとされている
[1],[2]。しかしながら、近年、生後数か

月の若齢牛での発生事例が報告されてい

る[3],[4]。 

今回、管内酪農場においても、４か月

齢の乳用子牛を EBL と診断し、若齢発生

の要因分析を実施したので報告する。 

 

２ 発生農場の概要 

発生農場は約 80 頭を飼養する酪農場

であり、うち約 50 頭が経産牛、約 30 頭

が未経産牛である。飼養形態はフリース

トールであり、牛舎は搾乳牛舎と育成・

乾乳牛舎の 2棟である。後継牛は、自家

育成で確保している。 

当該農場では、2010 年以降で、EBL が

3 例発生していた（2010 年 4 歳齢、

2011 年 7 歳齢、2014 年 9 歳齢）。ま

た、2017 年 12 月時点で、全飼養牛にお

ける BLV 抗体陽性率が 78.8%であった。

このため、BLV まん延防止対策として、

初乳の加熱及び凍結融解処理、サシバエ

ネットの設置、殺虫剤及び昆虫成長制御

剤の散布等を実施していた。 

 

３ 当該牛の概要及び経過 

 当該牛は 2018 年 1 月 29 日生まれの乳

用牛（ホルスタイン種）の雌であった。 

同年 5 月 19 日に、飼養者が頸部等の

体表リンパ節が腫脹しているのを発見し、

担当獣医師が診療した。21 日に当所へ

血液生化学検査の依頼があり、牛白血病

を疑う結果が得られたため、24 日に病

性鑑定を行った。病性鑑定時点で約 4か

月齢であった。 

 

４ 病性鑑定項目及び方法 

（１）血液生化学検査 

ア 血球数測定 

 全自動血球計数器（日本光電

MEK-6450）により実施した。 

イ 血球形態観察 

 血液をスライドグラスへ塗抹後、

ギムザ染色を実施し、光学顕微鏡下

で観察した。 

ウ 血清生化学検査 

 生化学自動分析装置（富士ドライ

ケム 4000V）を用いて TP、Alb、GOT、



 

 

GGT、CPK、BUN、T-Cho、Ca、iP の

値を測定した。 

（２）解剖学検査 

   常法により実施した。 

（３）病理組織学検査 

 解剖時に採材した材料を 10%中性ホ

ルマリン液で固定し、常法によりパラ

フィン包埋切片を作成した。 

 ア 組織学検査 

 ヘマトキシリンエオジン（HE）染

色を実施し、光学顕微鏡下で観察し

た。 

  イ 免疫組織化学検査 

 B 細胞のマーカーである抗 79α抗

体を用いた免疫染色を実施し、光学

顕微鏡下で観察した。 

（４）遺伝子検査 

 牛白血病ウイルス検出キット

（TaKaRa）によるリアルタイム PCR を

実施した。 

（５）細菌学検査 

 解剖時に無菌的に採材した主要臓器

及び鼠径リンパ節の生材料を用いて、

常法により細菌分離培養を実施した。 

 

５ 病性鑑定成績 

（１）血液生化学検査 

  ア 血球数測定 

 白血球数は 241,000 個/μl と高

値を示した。赤血球は 808×104/μ

l、ヘマトクリット値は 26.3%、ヘ

モグロビンは 8.6g/dl と低値を示し

た。 

  イ 血球形態観察 

 白血球百分比はリンパ球が 94%と

高値を示した。また、大型で、不規

則な核の形態を示した異型リンパ球

を多数確認した（図 1）。 

  ウ 血清生化学検査 

 血清生化学検査結果は表 1 のとお

りである。T-Cho が低値、GOT、CPK、

iP が高値を示した。 

 

 

図１ 血液塗抹像（ギムザ染色、

1,000 倍） 

 

表 1 血清生化学検査結果 

 
 

（２）解剖学検査 

 外貌では、耳下腺、浅頸、腸骨下、

浅鼠径、膝窩リンパ節の腫脹を認めた

（図 2）。 

 剖検所見では、肺門、腸間膜リンパ

節の腫大を認めた。脾臓は長さ 90cm

大に腫大していた。また、割面は膨隆

していた（図 3）。 

 

 

  図 2 体表リンパ節の腫脹 

  



 

 

 

図 3 腫大した膝窩リンパ節及び脾臓

とその割面 

 

（３）病理組織学検査 

 ア 組織学検査 

 肺、肝臓、腎臓、脾臓及び頸部、

下顎、耳下腺、腸骨下、気管気管支

及び鼠径等のリンパ節に、リンパ球

様腫瘍細胞が高度に浸潤し、リンパ

濾胞およびリンパ洞が消失していた。

また、実質内に出血が認められた

（図 4）。 

 

 
図 4 鼠径リンパ節の組織像（HE 染

色、200 倍） 

 

 イ 免疫組織化学検査 

 腫瘍細胞は、CD79α陽性を示し

た（図 5）。 

 

図 5 鼠径リンパ節の組織像（CD79

α免疫染色、200 倍） 

 

（４）遺伝子検査 

 検査した全ての材料（血液、耳下腺

リンパ節、脾臓及び心臓）から BLV に

特異的な遺伝子が検出された。遺伝子

量は血液 15,660、耳下腺リンパ節 

637、心臓 59.3、脾臓 469.2 であ

った（単位：copies/100ngDNA）。 

（５）細菌検査 

 有意な菌は分離されなかった。 

（６）診断 

 病性鑑定成績を総合的に判断し、

EBL と診断した。 

 

６ 発生要因分析調査項目及び方法 

 当該農場における若齢での EBL 発生の

要因を分析するため、以下の追加調査を

実施した。 

（１）血清抗体検査 

 2017 年 12 月の検査で抗体陽性が確

認されている牛以外の 6 か月齢以上の

牛を対象として、ELISA 法を用いて、

2018 年 7 月及び 12 月に実施した。 

（２）持続性リンパ球増多症（以下「PL」 

という）判定 

 抗体陽性牛 55 頭を対象に、血液検

査でリンパ球数を測定して、EC の鍵

を用いて判定した。 

（３）BLV 遺伝子検査 

 当該牛、母牛及び母牛と 1年前後に

生まれた牛から無作為抽出した 6 頭の

計 8頭を対象とし、血液を用いて検査

した。 

ア 遺伝子型別検査 

  PCR-RFLP 法により実施した。 

イ 遺伝子定量 

 リアルタイム PCR 法により測定し

た。 

（４）牛の配置及び動線調査 

 当該農場における牛の配置及び動線

について、飼養者に聞き取り調査を実

施した。 

 

７ 発生要因分析調査成績 

（１）血清抗体検査 



 

 

 抗体陽性率及び陽転率は表 2のとお

りである。 

農場の全飼養牛における抗体陽性率

は、2017 年 12 月から 2018 年 12 月に

かけて 78.8％から 74.4％と減少傾向

がみられた。しかし、1 歳未満におい

ても、抗体陽性牛が認められた。 

 抗体陽転率は、冬季では 2017 年 12

月から 2018 年 7 月で 18.8％、夏季で

は 2017 年 5 月から 12 月で 36.0%、

2018 年 5 月から 12 月で 31.3%の値で

あり、冬季に比べ夏季で高い値を示す

傾向がみられた。 

 

 表 2 血清抗体検査結果 

  

 

（２）PL 判定 

 抗体陽性牛 55 頭中、PL 陽性は

49.0%（27 頭）、擬陽性は 16.0%（9

頭）、陰性は 35.0%（19 頭）であった。 

（３）BLV 遺伝子検査 

 遺伝子検査結果及び該当牛の PL 判

定結果は表 3のとおりである。 

 遺伝子型別検査は、全ての牛でⅠ型

であった。 

 遺伝子量は、PL 陽性牛は 4,000 

copies /100ngDNA を上回る値を示す

傾向がみられた。 

 

表 3 BLV 遺伝子検査結果 

 
 

（４）牛の配置及び動線調査 

 当該農場における牛の配置及び動線

について、図 6 に示した。 

当該牛は図 6中の②で示した区画で

飼養されており、乾乳牛が飼養されて

いる区画⑤と柵で隔てられているもの

の、柵越しに直接接触が可能であった。 

 

 

図 6 牛の配置図及び動線 

 

８ 考察 

 発生要因分析調査の結果、当該農場の

BLV 抗体陽性率は、69.7%以上であり、

農林水産省の全国調査における 6 か月齢

以上の乳用牛の抗体陽性率 40.9％[5]と

比べ、高い値を示した。PL 陽性率は

49.0%であり、BLV に感染した牛のうち

PL 陽性となる割合とされる 30%に対し[3]、

高い値を示した。また、BLV の遺伝子型

は、当該牛とその母牛を含めた抽出検査

で全て同一型であり、農場全体が同一の

ウイルスの高度浸潤状態であったことが

示唆された。さらに、当該農場の牛の配

置は、乾乳牛と子牛が接触可能であり、

BLV 感染牛から子牛への水平感染が早期

に成立する可能性が考えられた。一方で、

当該牛の母牛を含め、PL 陽性牛の血液

中 BLV 遺伝子量は、垂直感染のリスクが

高まるとされる 4,000 copies/100ng 

DNA[6]を上回る傾向がみられ、当該農場

は、胎児期又は新生子期において垂直感

染が成立するリスクが高い状態である可

能性が考えられた。これらのことから、

早期からウイルスに暴露する機会が非常

に多く存在する環境が、若齢発生要因と

なった可能性が示唆された。 



 

 

 EBL 若齢発生による農家への影響をみ

るため、経済損失を試算した。試算は、

農林水産省の調査による平均 305 日乳量
[7]及び家畜改良事業団の調査による搾乳

牛 1 頭当たりの年間生産費[8]を基に、当

該牛が将来的に 3産し、その間の平均乳

価が 110 円として仮定した。その結果、

約 895 千円が損失したことになり、若齢

での EBL 発生は酪農家にとって非常に大

きな経済的損失になると考えられた。 

従って、農場の経済損失を軽減するた

めには、EBL 若齢発生リスクを低減する

必要があり、そのためには、BLV 汚染状

況の改善が必要であると考えられ、感染

牛と非感染牛が接触しない動線管理や、

ウイルス伝播リスクの高い PL 陽性牛を

優先的に淘汰の対象にする等の対策が必

要であると考えられた。 
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